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This is a practical research to study the educational effects 
through design team activities that have the principle of 
competition of a design team “Design Soil” what launched 
by the research members and selected students based on 
participation in exhibitions. In 2014, we have changed show 
to participate in Milan from “Salone Satellite” to “Ventura 
Lambrate”, and in Tokyo, we participated in jointed booth 
with Ichiro in “BA to MA” exhibition. As fruits of our 
continuous activities, one of work designed by our students 
finally commercialized, some product development projects 
with manufacturer started, and we received an offer of 
cooperation project from a foreign university. These fruits 
can expect to provide a depth to our educational program of 
Design Soil. And we held workshops and lectures what are 
open to other students, then we found that these programs 
attempt to generate awareness in participants and some 
students finally applied for selection of Design Soil member. 
But the number of participants in those programs has 
fallen below expectations. We need inventions on 
publication to let students know our high level activities in 






























3. 2014 年ミラノサローネ出展について 





















とした。過去 3 回の出展作品から各 1 点ずつを選び、新た
なテーマ Taxonomy of “Free” （タクソノミー・オブ・フ







写真 2	 2014 年 4 月にヴェンチュラ・ランブラーテで発表した 





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 5 」（ 共 同 研 究 ） 
 
4. 東京での展示会 
	 4 月のミラノサローネ出展に続き、10 月は東京の展示





写真 3	 BA to MA での展示風景。中央のシェルフと丸いサイド
テーブルが、伊千呂から商品化された学生作品。この作品を挟ん
で写真左側が Design Soil、右側に伊千呂の展示が続く。 
 








	 2013 年 4 月に発表した学生作品のうちのひとつ、” 
Half-Throttle” が、2014 年 11 月に日本のメーカー・株式










ない、Design Soil の活動だからこその経験だと言える。 
・企業との商品開発・・・ 
	 2013 年 6 月から株式会社伊千呂と、2013 年 7 月から株
式会社アダルとの新商品開発プロジェクトがスタートし












	 2013 年、2014 年のミラノでの Design Soil の展示を見




ムとなることが期待できる。これも Design Soil の活動を
継続的に行い、広く認知された結果であると言える。 
 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 5 」（ 共 同 研 究 ） 
 
7. ワークショップ、レクチャーによる大学への還元 












写真 5	 Design Soil のミラノサローネ出展報告会 
 















	 今年度は、継続的に行っている Design Soil の日常の活
動、ミラノサローネや東京の展示会への出展に加えて、質
の高い活動の継続によって、企業との新商品開発プロジェ
クトのスタート、海外の大学からの連携プロジェクトの打
診といった、より幅広く質の高い教育の実践の機会を得る
に至った。さらに、メンバー以外の学生に対して成果や経
験が還元され、向上心の醸成に役立つことが確認できた。 
	 授業を離れたプロジェクトでの世界への挑戦の継続、企
業との商品開発を通した、より現場に近い「実戦」経験、
メンバー以外の学生への還元と、向上心を刺激するための
ワークショップやレクチャーなど、これらが一体となって
スムーズに回り出したときに、学生たちをより大きく成長
させるスパイラルに巻き込んで行く事ができると確認す
る事ができた。今後も活動と研究を継続し、より良い教育
プログラムの構築を目指していきたい。 
 
